評価の観点と評価規準　4年上
	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	1

角

と

そ

の

大

き

さ
	①角のはかり方とかき方
	Ａ
	角の大きさを回転の大きさとしてとらえ，その大きさを進んで測定しようとしている。
	角の大きさの見当をつけて，180°より大きな角の測り方をいろいろ工夫している。
	手際よく分度器を使って測定したり，必要な大きさの角をかいたりすることができる。
	角の大きさの単位と測定の意味をよく理解している。

	
	
	Ｂ
	角の大きさを回転の大きさとしてとらえ，その大きさを測定しようとしている。
	角の大きさの見当をつけて，180°より大きな角の測り方を考えている。
	角の大きさを測定したり必要な角の大きさをかいたりすることができる。
	角の大きさの単位と測定の意味を理解している。

	
	②三角形の角
	Ａ
	二等辺三角形，正三角形の角の大きさに関心をもち，進んで角の大きさを分度器で調べようとしている。
	2つ以上の二等辺三角形，正三角形を基に，帰納的に角の大きさを調べることを考えることができる。
	分度器で正三角形や二等辺三角形の角を手際よく調べることができる。
	どんな正三角形も3つの角は60°であることやどんな二等辺三角形も2つの角の大きさは同じであることを説明できる。

	
	
	Ｂ
	二等辺三角形，正三角形の角の大きさに関心をもち，分度器で調べようとしている。
	二等辺三角形正三角形を基に，類推的に角の大きさを調べることを考えることができる。
	分度器で正三角形や二等辺三角形の角を正しく調べることができる。
	正三角形の3つの角はどれも60°になっていることやどんな二等辺三角形も2つの角の大きさは同じであることを説明できる。

	
	③三角じょうぎの角
	Ａ
	三角定規の角について関心をもち，一組の三角定規でいろいろな大きさの角を工夫して作ろうとしている。
	一組の三角定規の角を使っていろいろな大きさの角を考え，説明できる。
	手際よく一組の三角定規でできるいろいろな角の大きさを作り加減計算ができる。
	一組の三角定規の角の大きさを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	三角定規の角について関心をもち，一組の三角定規でいろいろな大きさの角を作ろうとしている。
	一組の三角定規の角を使っていろいろな大きさの角を考えることができる。
	一組の三角定規でできるいろいろな角の大きさを作ることができる。
	一組の三角定規の角の大きさを理解している。

	2

1

け

た

で

わ

る

わ

り

算

の

筆

算
	①答えが何十・何百

になる計算
	Ａ
	答えが何十・何百になる計算の仕方を考えようとしている。
	10，100を単位にして答えが何十・何百になる計算の仕方を考えることができる。
	手際よく(何十)÷(1桁)，(何百何十)÷(1桁)で，商が1桁のわり算が確実にできる。
	(何十)÷(1桁)，(何百何十)÷(1桁)の意味と計算の仕方を説明できる。

	
	
	Ｂ
	お金の模型を操作して，答えが何十・何百になる計算の仕方を考えようとしている。
	お金の模型を使って，10，100を単位にして答えが何十・何百になる計算の仕方を考えることができる。
	(何十)÷(1桁)，(何百何十)÷(1桁)で，商が1桁のわり算ができる。
	(何十)÷(1桁)，(何百何十)÷(1桁) の意味と計算の仕方を説明できる。

	
	②(2けた)÷(1けた)の筆算
	Ａ
	(2桁)÷(1桁)の筆算の仕方を考え，それを説明しようとしている。
	立てて，ひいて，おろすという筆算の手順にそって筋道を立てて筆算の仕方を考えることができる。
	手際よく(2桁)÷(1桁)のわり算の筆算と答えの確かめができる。
	(2桁)÷(1桁)のわり算の筆算の仕方と答えの確かめ方をしっかり理解している。

	
	
	Ｂ
	(2桁)÷(1桁)の筆算の仕方を考えようとしている。
	立てて，ひいて，おろすという筆算の手順にそって筆算の仕方を考えることができる。
	(2桁)÷(1桁)のわり算の筆算ができ，(わる数)×(商)＋(余り)＝(わられる数)という式を見て答えの確かめができる。
	(2桁)÷(1桁)のわり算の筆算の仕方と答えの確かめ方を理解している。

	2

1

け

た

で

わ

る

わ

り

算

の

筆

算
	③(3けた)÷(1けた)の筆算
	Ａ
	自分の力で(3桁)÷(1桁)の筆算の仕方を考え，用いようとしている。
	既習の筆算の仕方と同じように(3桁)÷(1桁)の筆算の仕方を考えることができる。
	(3桁)÷(1桁)のわり算の筆算が確実にでき，答えの確かめもできる。
	(3桁)÷(1桁)の計算の意味と筆算の仕方を理解し，説明できる。

	
	
	Ｂ
	色紙や既習の計算を使って筆算の仕方を考えようとしている。
	色紙を配る操作をして，既習の筆算の仕方と同じように(3桁)÷(1桁)の筆算の仕方を考えることができる。
	(3桁)÷(1桁)のわり算の筆算ができる。
	(3桁)÷(1桁)の筆算の仕方を色紙の操作を通して説明できる。

	
	④暗算
	Ａ
	簡単なわり算を進んで暗算で行い，生活に生かそうとしている。
	乗法九九を使ってわり算の暗算の仕方を筋道立てて考えることができる。
	(2桁)÷(1桁)の商が2桁になる暗算がすらすらと確実にできる。
	わり算の暗算の仕方を理解し，説明できる。

	
	
	Ｂ
	簡単なわり算は，暗算で行おうとしている。
	お金の模型を使ってわり算の暗算の仕方を考えることができる。
	(2桁)÷(1桁)の商が2桁になる暗算ができる。
	わり算の暗算の仕方を説明できる。

	●　　　

みんなで話しあいましょう
	学びをいかそう
	Ａ
	算数の話し合い活動に関心をもち，話し合い活動の進め方を進んで確かめようとしている。
	算数の話し合い活動を振り返って，話し合い活動で大切なことを考えることができる。
	算数の話し合い活動で，自分の考えを説明したり，質問，意見を述べたりするとともに，友達の考えを取り入れて利用することができる。
	算数の話し合い活動のねらいや進め方をしっかり理解している。


	
	
	Ｂ
	算数の話し合い活動に関心をもち，話し合い活動の進め方を身につけようとしている。
	算数の話し合いで大切なことを考えることができる。
	算数の話し合い活動で，自分の考えを説明したり，質問や意見を述べたりすることができる。

	算数の話し合い活動のねらいや進め方を理解している。


	◎

何

倍

で

し

ょ

う
	
	Ａ
	関係図にかいて，変量（オペレーター）に着目し，何倍になるかを進んで考えようとしている。
	3要素2段階の逆思考の数量の関係を，関係図にかき，何倍になるかをまとめて考えることができる。


	問題を関係図にかき，何倍になるかを考えて，手際よく解くことができる。
	倍々の関係は積になることを理解している。

	
	
	Ｂ
	関係図をみて変量に着目し，何倍になるかを考えようとしている。
	3要素2段階の逆思考の数量の関係を，関係図を見て，何倍になるかをまとめて考えることができる。


	問題を関係図に整理した図を見て，何倍になるかを考えて解くことができる。
	倍々の関係が積になることを関係図を通して理解している。

	3

一

億

を

こ

え

る

数
	①億と兆
	Ａ
	一億をこえる数に関心を持ち，表し方や数のしくみを既習の数と関連づけて進んで調べようとしている。
	既習の十進位取り記数法を，億や兆を単位とする数に拡張して数の表し方や仕組みを考えることができる。


	どんな大きな数でも10種類の数字で表し，読むことができる。
	億や兆の単位と数が十進位取り記数法に基づいていることを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	一億をこえる数に関心を持ち，数の表し方やしくみを調べようとしている。
	既習の十進位取り記数法を基に，億や兆を単位とする数の表し方や仕組みを考えることができる。


	大きな数でも10種類の数字で表し，読むことができる。
	億や兆の単位と数が十進位取り記数法に基づいていることを理解している。

	
	②大きな数のかけ算
	Ａ
	大きな数のかけ算を既習のかけ算や数のしくみと関連づけ，工夫して計算しようとしている。
	大きなかけ算の仕方を工夫し，既習のかけ算や数の相対的な見方を活用して考えることができる。
	大きな数のかけ算の計算を工夫して手際よく計算できる。
	100の100倍＝1万，1万の1万倍＝1億の関係をよく知っている。

	
	
	Ｂ
	大きな数のかけ算を既習のかけ算や数のしくみを使って計算しようとしている。
	大きなかけ算の仕方を工夫し，既習のかけ算を使って考えることができる。
	大きな数のかけ算を工夫して計算できる。
	100の100倍＝1万，1万の1万倍＝1億の関係を知っている。

	4
式

と

計

算

の

順

じ

ょ
	①式とその計算の順じょ
	Ａ
	四則の混合した式や(　)を用いた1つの式に表し，進んで計算の順序を調べようとしている。
	ことばの式をもとに(　)を用いた1つの式に表すことやその計算順序を考え，説明することができる。
	いろいろな計算の混じった式を計算の順序に従って手際よく計算することができる。
	(　)の意味や四則計算の混じった計算の順序を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	いくつかの計算を1つの式に表し，計算の順序を調べようとしている。
	ことばの式をもとに(　)を用いた1つの式に表すことやその計算順序を考えることができる。
	計算の順序に従って正しく計算することができる。
	(　)の意味や計算の順序を理解している。

	
	②計算のきまり
	Ａ
	計算のきまりに関心をもち，進んで計算のきまりを使って，工夫して計算しようとしている。
	計算のきまりを用いて，工夫をして簡単に処理する方法を考えることができる。
	計算のきまりを用いて，手際よく計算することができる。
	交換法則，結合法則，分配法則等の計算のきまりをまとめ，理解している。



	
	
	Ｂ
	計算のきまりに関心をもち，計算のきまりを使って，工夫して計算しようとしている。
	計算のきまりを用いて，なるべく簡単な計算方法を考えることができる。


	計算のきまりを用いて，計算することができる。
	交換法則，結合法則，分配法則等の計算のきまりを理解している。



	
	③計算の間の関係
	Ａ
	加法と減法及び乗法と除法の相互の関係に関心をもち，進んで相互の関係を考えようとしている。
	□を使った式を用いて，加法と減法，乗法と除法の相互の関係が逆算関係にあることを考え，説明することができる。
	□×4＝32，□＋4＝12の□にあてはまる数を，逆算関係を用いて手際よく求めることができる。
	加法と減法及び乗法と除法の相互の関係を理解している。



	
	
	Ｂ
	加法と減法及び乗法と除法の相互の関係に関心をもち，相互の関係を考えようとしている。
	□を使った式を用いて，加法と減法，乗法と除法の相互の関係が逆算関係にあることに気づくことができる。
	□×4＝32，□＋4＝12の□にあてはまる数を，逆算関係を用いて求めることができる。
	加法と減法及び乗法と除法の相互の関係を具体的場面に即して理解している。

	
	④式のよみ方
	Ａ
	進んで式と図を結びつけて，式が表す数量関係を視覚的にとらえようとしている。
	式の表す数量関係を，式と図を結びつけ考え，筋道を立てて説明することができる。
	式が表す数量関係を的確によみとることができる。
	式の図的表現を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	式と図を結びつけて，式が表す数量関係を視覚的に考えることができる。
	式の表す数量関係を，式と図を結びつけて考え，説明することができる。
	式が表す数量関係をよみとることができる。
	式の図的表現を理解している。

	5

折

れ

線

グ

ラ

フ
	①変わり方を表すグラフ
	Ａ
	折れ線グラフから変化の特徴や傾向を進んで読みとろうとしている。
	線の傾きに着目し，変化の特徴や傾向を見いだすことができる。
	折れ線グラフの線の傾きによって手際よく変化の傾向や特徴をとらえ，説明することができる。
	折れ線グラフの機能や傾きの意味をよく理解している。

	
	
	Ｂ
	折れ線グラフから変化の特徴や傾向を読みとろうとしている。
	線の傾きに着目し，変化の特徴や傾向を考えることができる。
	折れ線グラフの線の傾きによって変化の特徴や傾向をとらえることができる。
	折れ線グラフの機能や傾きの意味を理解している。

	
	②折れ線グラフのかき方
	Ａ
	変化の特徴や傾向を視覚的にわかりやすく折れ線グラフに表し，変化の特徴を説明しようとしている。
	変化の様子をわかりやすくするため，折れ線グラフの目盛りの大きさや途中省略を工夫して考えることができる。
	表の数値を的確に読みとり，点と点をつないで手際よく折れ線グラフをかくことができる。
	折れ線グラフのかき方を十分理解し，変化がわかりにくいときは，途中を省いて表すことを知っている。

	
	
	Ｂ
	変化の特徴や傾向を分かりやすく折れ線グラフに表そうとしている。
	変化の様子に着目して，折れ線グラフの目盛りの大きさや途中省略を工夫して考えることができる。
	表の数値を読みとり，点と点を丁寧につないで折れ線グラフにかくことができる。
	折れ線グラフのかき方を理解し，変化がわかりにくいときは，途中を省いて表すことを知っている。

	6

小

数
	①小数の表し方
	Ａ
	0.1のはしたの大きさに関心をもち，進んで小数で表そうとしている。
	0.1のはしたの大きさを，さらに10等分して表すことを考えることができる。
	はしたや等分した大きさを，手際よく小数で確実に表すことができる。
	小数点の範囲を小数第３位まで広げて，小数の意味や表し方を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	0.1のはしたの大きさに関心をもち，小数で表そうとしている。
	0.1のはしたの大きさを，さらに10等分して表すことを考えることができる。
	はしたや等分した大きさを，小数で表すことができる。
	小数点の範囲を小数第３位まで広げ，小数の意味や表し方を理解している。

	
	②小数のしくみ
	Ａ
	小数のしくみに関心をもち，小数のしくみや数の構成を整数と関連づけてとらえようとしている。
	整数と関連づけ，小数が整数と同じように十進数のしくみになっていることを考えることができる。
	小数を数直線に表したり，10倍した数，10でわった数を手際よく求めたりすることができる。
	小数が整数と同じ十進数の構造になっていることがよくわかっている。

	
	
	Ｂ
	小数のしくみに関心をもち，小数のしくみや数の構成をとらえようとしている。
	小数のしくみが整数と同じように十進数のしくみになっていることに着目することができる。


	小数を数直線に表したり，10倍した数，10でわった数を手際よく求めたりすることができる。
	小数が十進数になっていることがわかっている。

	
	③小数のたし算・ひき算
	Ａ
	小数の加減の計算を整数の場合と同じように考えて計算しようとしている。
	小数の加減計算の仕方を整数の場合と関連づけて多様に考えることができる。
	小数の加減の筆算を手際よく計算できる。
	小数の加減計算の仕方を整数の場合と関連づけて理解し，説明できる。

	
	
	Ｂ
	小数の加減の計算に興味をもち，計算の仕方を考えようとしている。
	小数の加減計算の仕方を0.1のいくつ分と考えたり，位毎に分けて考えたりすることができる。
	小数の加減の筆算を確実に計算できる。
	小数の加減計算の仕方を理解している。

	●

算数の自由研究
	ふしぎな輪
	Ａ
	ふしぎな輪に関心をもち，進んで輪のつなぎ方等をいろいろ工夫してやってみようとしている。
	輪のつなぎ方をいろいろ工夫し，どんな形ができるか予想し，そのわけを説明することができる。
	手際よくいろいろに輪を

つないで切り，どんな不思議な形ができるかを確かめることができる。
	いろいろな輪を使ってできる不思議な輪の作り方とそれぞれのできあがる形について理解している。

	
	
	Ｂ
	ふしぎな輪に関心をもち，輪のつなぎ方を変えてやってみようとしている。
	つないだ輪を切ると，どんな形ができるか予想することができる。
	輪をつないで切り，どんな形ができるかを調べることができる。
	2つの同じ大きさの輪を使ってできる不思議な輪の作り方とできあがる形について理解している。


	7

面

積
	①面積
	Ａ
	長方形，正方形の面積に関心をもち，進んで測定し，長方形や正方形の面積を計算で求めようとしている。
	１cm2，１㎡のいくつ分になるかを考え，長方形や正方形の面積を計算で求める方法を考えることができる。
	長方形，正方形の面積の公式を用いて，手際よく

面積を求めることができる。
	面積の単位と測定の意味，長方形や正方形の面積の公式を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	長方形，正方形の面積を測定し，長方形や正方形の面積の求め方を考えようとしている。
	長方形や正方形の面積を計算で求める方法を考えることができる。
	長方形，正方形の面積の公式を用いて，面積を求めることができる。
	面積の単位と測定の意味，長方形や正方形の面積の公式を理解している。

	
	②面積の求め方のくふう
	Ａ
	長方形や正方形を組み合わせた面積の求め方をいろいろ工夫しようとしている。
	既習の長方形の面積の公式を使って，いろいろな求め方を考えることができる。
	手際よくいろいろな方法でL字型等の面積を求めることができる。
	長方形，正方形の面積の公式の活用の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	長方形や正方形を組み合わせた面積の求め方を工夫して考えようとしている。
	既習の長方形の面積の公式を使って，求め方を工夫して考えることができる。
	L字型の面積の求めることができる。
	長方形の面積の公式の活用の仕方を理解している。

	
	③大きな面積
	Ａ
	大きな面積に関心をもち，その表し方を調べて，身の回りの大きな面積を進んで表そうとするとしている。
	km2，ａ，haなどの単位を基に，そのいくつ分になるかを考えたり，単位の相互の関係を考えたりすることができる。
	大きな面積をkm2，ａ，ha
の単位を基にして，手際
よく長方形の面積の公式
を使って求めることがで
きる。
	Km2，ａ，haの単位を知り，面積の単位の相互の関係を理解している。

	
	
	Ｂ
	身の回りの大きな面積に関心をもち，その面積の表し方を調べようとしている。
	km2，ａ，haなどの単位を基に，そのいくつ分かを考えることができる。
	大きな面積をkm２，ａ，ha
の単位を基にして大きな
面積を求めることができ
る。
	ｍ２，km２，ａ，haの単位
と面積の単位の相互の関
係を図的に理解してい
る。
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2

け

た

で

わ

る

わ

り

算

の

筆

算
	①何十でわるわり算
	Ａ
	何十でわるわり算の仕方を考え，答えの確かめをしようとしている。
	10を単位にして，商の見当をつけ，既習のかけ算を使って（何十)÷(何十)の計算の仕方を考えることができる。
	(何十)÷(何十)，(何百何十)÷(何十)で，商が1桁のわり算の計算が手際よく，確実にできる。
	何十でわるわり算の意味と計算の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	10円玉の模型を使って，何十でわるわり算の仕方を考えようとしている。
	10円玉の模型を使って商の見当をつけ，既習のかけ算を使って（何十)÷(何十)の計算の仕方を考えることができる。
	(何十)÷(何十)，(何百何十)÷(何十)で，商が1桁のわり算の計算ができる。
	何十でわるわり算の意味と計算の仕方を理解している。
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2

け

た

で

わ

る

わ

り

算

の

筆

算
	②商が1けたになる筆算
	Ａ
	進んで商の見当をつけて，商が一桁になる筆算の計算の仕方を考えようとしている。
	商の見当をつけて，既習のわり算の筆算の手順通りに筋道を立てて考えることができる。
	(2桁)÷(2桁)や(3桁)÷(2桁)で商が1桁になる筆算が確実にできる。
	商が1桁になる筆算の仕方と仮商の修正の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	商の見当をつけて，商が一桁になる筆算の計算の仕方を考えようとしている。
	商の見当をつけて，既習のわり算の筆算の手順通りに考えることができる。
	(2桁)÷(2桁)や(3桁)÷(2桁)で商が1桁になる筆算ができる。
	商が1桁になる筆算の仕方と仮商の修正の仕方を理解している。

	
	③商が2けた，3けたになる筆算
	Ａ
	商が2桁，3桁になる筆算について，商がどの位から立つかを見当付けて計算しようとしている。
	商の見当をつけてから，商が1桁になる場合と同じように計算の仕方を筋道を立てて考えることができる。
	商の見当をつけて，手際よく商が2･3桁になる筆算を計算することができる。
	商の見当づけの方法や商が2･3桁になる筆算の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	商が2桁，3桁になる筆算について，商がどの位から立つかを見当づけようとしている。

	商の見当をつけてから，商が1桁になる場合と同じように計算の仕方を考えることができる。
	手隠し法で商の見当を立てながら，商が2･3桁になる筆算ができる。
	商の見当づけの方法や商が2･3桁になる筆算の仕方を理解している。

	
	④わり算のせいしつ
	Ａ
	わり算の性質に気づき，進んで活用しようとしている。
	6÷2，60÷20，600÷200の答えが同じになるわけを考え，大きなわり算の仕方に活用できる。
	わり算の性質を使って，大きな数のわり算の答えを手際よく求めることができる。
	わり算の性質とその活用の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	わり算の性質に気づき，活用しようとしている。
	わり算の性質を使って，大きな数のわり算を考えることができる。
	わり算の性質を使って，大きな数のわり算の答えを求めることができる。


	わり算の性質とその活用の仕方を理解している。

	●

よみとる算数(1)
	水をたいせつに
	Ａ
	水の使われ方に関心をもち，資料からの必要な数量の情報をよみとり，問題を解決したり，問題をつくろうとしたりしている。
	資料から必要な数量の情報を集め，正しいか，正しくないかを，拠り所をもって考え，判断し，説明できる。
	資料を概観してから必要な情報を手際よく集め，既習のかけ算等を活用して問題を解決することができる。
	目的に応じて資料を選択肢，必要な数量の情報を収集している。

	
	
	Ｂ
	水の使われ方に関心をもち，資料を用いて問題を解決しようとしている。
	資料から必要な数量の情報を集め，正しいか，正しくないかを，拠り所をもって考えることができる。

	資料から必要な情報を集めて，問題解決することができる。


	資料から必要な数量の情報を収集している。
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そろばん
	
	Ａ
	そろばんを用いた小数や大きな数の計算を進んでしようとしている。
	小数や大きな数の計算を定位点をずらして，既習の仕方と同じように考えたり，仕方を説明したりすることができる。
	そろばんを用いた小数や大きな数の計算が確実にできる。
	そろばんを用いた小数や大きな数の計算の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	そろばんを用いた小数や大きな数の計算をしようとしている。
	小数や大きな数の計算を定位点をずらして，既習の仕方と同じように考えることができる。
	そろばんを用いた小数や大きな数の計算ができる。
	そろばんを用いた小数や大きな数の計算の仕方を理解している。

	★

算数のまど
	1　角とその大きさ

ステップ
	Ａ
	見当をつけてから，角の大きさを測ろうとしている。
	2つの直線の開き具合から見当をつけて，測ることを考えることができる。
	角の大きさを手際よく測定して同じ子どもを探すことができる。
	分度器を使って角度を測る方法を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	角の大きさを正確に分度器で測ろうとしている。
	どの目盛りを読めばよいかを考えることができる。
	角の大きさを測定して同じ子どもを探すことができる。
	分度器を使って角度を測る方法を理解している。

	
	1　角とその大きさ

ジャンプ
	Ａ
	針が回転してできる角に関心をもち，1回転以上回転してできる角の大きさを進んで調べようとしている。
	針が1回転以上回転した場合の角の大きさを，360°を基にして筋道立てて考えることができる。
	針が1回転以上回転した場合の角の大きさを手際よく読んだり，作ったりすることができる。
	360°以上の回転の角がいろいろあることを理解している。

	
	
	Ｂ
	1回転以上回転してできる角の大きさを表したり，作ったりしようとしている。
	針が1回転以上回転した場合の角の大きさを，360°を基にして考えることができる。
	針が1回転以上回転した場合の角の大きさを手際よく読んだり，作ったりすることができる。
	360°以上の角があるということを理解している。

	
	4　式と計算の順じょ

ステップ
	Ａ
	おはじきの数の求め方を表すいろいろな式を，おはじきの並んだ図を使って，説明しようとしている。


	おはじきの図をどのように見ればその式になるか，図と式を結びつけて考えることができる。
	それぞれの式を，図を使って簡潔に説明することができる。


	式の表す意味を，図と結びつけて理解している。

	
	
	Ｂ
	おはじきの数の求め方を表す式を，おはじきの並んだ図を使って，説明しようとしている。
	おはじきの図をどのように見ればその式になるかを考えることができる。
	それぞれの式を，図を使って説明することができる。
	式が，図をどのように見たものかを理解している。

	
	4　式と計算の順じょ

ジャンプ
	Ａ
	４，３，２，１の数字カードを使って答えが０から９になるまでの式を作り，他の作り方にもチャレンジしようとしている。
	既習の計算のきまりを用いて，見通しをもって考えることができる。
	４，３，２，１の数字カードを使って，答えが０から９になるまでの式をいろいろ作ることができる。
	計算のきまりの理解を深め，そのよさを実感している。

	
	
	Ｂ
	４，３，２，１の数字カードを使って，答えが０から９になるまでの式づくりに進んで取り組もうとしている。
	既習の計算のきまりを用いて，試行錯誤的に考えることができる。
	４，３，２，１の数字カードを使って，答えが0から９になるまでの式を作ることができる。
	計算のきまりの活用の仕方がわかる。

	
	5　折れ線グラフ

ステップ
	Ａ
	ひまわりの高さ調べに進んで取り組もうとしている。
	既習の省略の印を用いて変化のようすをわかりやすく表すことを考えることができる。
	省略の印を用いて変化の大きい折れ線グラフを手際よくかくことができる。
	省略の印を用いて変化を大きくする表現方法を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	ひまわりの高さ調べに取り組もうとしている。
	既習の省略の印を用いて変化のようすを表すことを考えることができる。
	省略の印を用いて変化の大きい折れ線グラフをかくことができる。

	省略の印を用いて変化を大きくする表現方法を理解している。

	★

算数のまど
	5　折れ線グラフ

ジャンプ
	Ａ
	進んで折れ線グラフと棒グラフに表された数量をよみとろうとしている。
	折れ線グラフと棒グラフを関係づけて考え，表された数量の特徴を見いだすことができる。
	折れ線グラフと棒グラフに表された数量を素早くよみとることができる。
	棒グラフと折れ線グラフを関係づけて見ることの大切さを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	折れ線グラフと棒グラフに表された数量をよみとろうとしている。
	折れ線グラフと棒グラフを関係づけて，表された数量の特徴を考えることができる。

	折れ線グラフと棒グラフに表された数量をよみとることができる。
	棒グラフと折れ線グラフを関係づけて見ることの大切さを理解している。

	
	6　小数

ステップ
	Ａ
	進んで小数アスレチックに取り組もうとしている。
	小数のしくみを活用して，いろいろな進み方を考えることができる。

	小数のしくみを活用して，手際よくいろいろな進み方ができる。
	小数のしくみの活用の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	小数アスレチックに取り組もうとしている。
	小数のしくみを活用して進み方を考えることができる。

	小数のしくみを活用して進むことができる。
	小数のしくみの活用の仕方を理解している。

	
	6　小数

ジャンプ
	Ａ
	進んで小数まほうじんに取り組み，作ろうとしている。
	整数のまほうじんを基にして，整数と小数のしくみを上手に利用して小数まほうじんの作り方を考えることができる。
	小数まほうじんを手際よく作ることができる。
	まほうじんのしくみと小数のしくみを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	小数まほうじんに取り組もうとしている。
	整数のまほうじんを基にして，小数まほうじんの作り方を考えることができる。
	小数まほうじんを作ることができる。
	まほうじんのしくみと小数のしくみを理解している。

	
	7　面積

ステップ
	Ａ
	面積を進んで求め，はやく面積めいろを進もうとしている。
	方眼の数や長方形や正方形の面積の公式を活用して，面積の比べ方を考え，説明することができる。
	面積を手際よく正確に求めることができる。
	測定の意味や長方形，正方形の面積の公式の活用の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	面積を求め，面積めいろを進もうとしている。
	方眼の数や長方形や正方形の面積の公式を活用して，面積の比べ方を考えることができる。


	面積を正確に求めることができる。
	測定の意味や長方形，正方形の面積の公式の活用の仕方を理解している。

	
	7　面積

ジャンプ
	Ａ
	面積づくりに進んで取り組み，面積が2㎠となるいろいろな形をを作ろうとしている。
	面積が1 cm2となる形を組み合わせて，面積が2cm2になる形をいろいろ考えることができる。


	手際よく面積が2 cm2の形を作ることができる。
	面積について十分理解している。

	
	
	Ｂ
	面積が2㎠となる形を作ろうとしている。
	面積が1 cm2となる形を組み合わせて，面積が2cm2になる形を考えることができる。


	面積が2 cm2の形を作ることができる。
	面積について理解している。

	★

算数のまど
	8　2けたでわるわり算の筆算

ステップ
	Ａ
	自分の力に応じた計算コースを選んで，進んで計算しようとしている。
	「たてる」「かける」「「ひく」「おろす」の筆算の手順にそって，筋道を立てて考えることができる。
	÷(2桁)の筆算が手際よく，確実にできる。
	÷(2桁)の筆算や仮商の修正の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	自分の力に応じた計算コースに進み，計算しようとしている。
	「たてる」「かける」「「ひく」「おろす」の筆算の手順にそって，考えることができる。
	÷(2桁)の筆算ができる。
	÷(2桁)の筆算や仮商の修正の仕方を理解している。

	
	8　2けたでわるわり算の筆算

ジャンプ
	Ａ
	外国のわり算の筆算の仕方を調べ，日本の筆算と比べてその特徴を捉えようとしている。
	日本のわり算の筆算の仕方を比べて，その違いを考え，説明することができる。
	外国の筆算の仕方と日本の筆算の仕方との違いを素早く見つけることができる。
	外国の筆算の仕方とその特徴を理解している。

	
	
	Ｂ
	外国のわり算の筆算の仕方と日本の筆算と比べようとしている。
	日本のわり算の筆算の仕方を比べて，その違いを考えることができる。
	外国の筆算の仕方と日本の筆算の仕方との違い見つけることができる。
	外国の筆算の仕方を理解している。
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